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専　門　教　養

令和 5 年 7 月

60分

注　意
1　指示があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
2　全て係員の指示に従って、静粛に受験してください。
3　机上には、受験票、筆記用具、時計以外のものを出してはいけません。
4　他の受験者の迷惑になるような行為、スマートフォン、スマートウォッチ等の電子機器の使用及び不正

行為をしてはいけません。
5　解答時間は60分です。途中退出はできません。
6　問題冊子のページ数は、17ページです。はじめにページ数を確かめてください。
7　解答用紙に、必要事項が正しく記入・マークされていない場合には、解答は全て無効となります。解答

用紙の【1】の欄には、受験番号を記入し、受験番号に対応する数字をマークしてください。【2】の欄
には、氏名を記入してください。ただし、【3】の選択問題を表す欄のマークは不要です。

8　問題冊子の余白等は、適宜使用しても構いませんが、どのページも切り離してはいけません。
9　問題文中の「学習指導要領」は、特に指示がある場合を除いて、平成29年、平成30年又は平成31年告
示の「学習指導要領」を表しています。

10　問題の内容についての質問には一切応じません。

受 　 験 　 教 　 科 　 等

中・高等学校共通　国　語

1　解答は、問題文や解答用紙の注意事項に従って、解答欄にマークしてください。各問に対して、正答は
一つだけです。各解答欄に二つ以上マークした場合は誤りとします。

2　｢解答番号は 1 。」と表示のある問に対して、3と解答する場合には、次の（例１）のように解答
番号 1 の解答欄の③にマークしてください。

解答上の注意

解答上の注意の続きを、問題冊子の裏表紙に記載してあります。問題冊子を裏返して必ず読んでください。

解答
番号 解答欄

1 ① ② ⃝ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀
（例１）
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〔
問
５
〕
こ
の
「
讃
岐
典
侍
日
記
」
が
書
か
れ
た
時
代
と
し
て
最
も
適
切 

な
も
の
は
、
次
の
１
～
４
の
う
ち
で
は
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

⓮
。

１　
奈
良
時
代

２　
平
安
時
代

３　
室
町
時
代

４　
江
戸
時
代
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学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
次
の
各
問
に
答
え
よ
。

〔
問
１
〕
中
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
の
「
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
の

〔
第
３
学
年
〕
の
「
目
標
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
適
切
な
も
の
は
、

次
の
１
～
４
の
う
ち
の
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

⓳
。

１　
言
葉
が
も
つ
価
値
に
気
付
く
と
と
も
に
、
進
ん
で
読
書
を
し
、

我
が
国
の
言
語
文
化
を
大
切
に
し
て
、
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
お

う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

２　
論
理
的
に
考
え
る
力
や
共
感
し
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
を

養
い
、
社
会
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力

を
高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

３　
筋
道
立
て
て
考
え
る
力
や
豊
か
に
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す

る
力
を
養
い
、
日
常
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え

合
う
力
を
高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

４　
言
葉
が
も
つ
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
読
書
を
通
し
て
自

己
を
向
上
さ
せ
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
わ
り
、
思
い
や
考
え

を
伝
え
合
お
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

〔
問
２
〕
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
の
「
各
科
目
」
の
「
国
語
表
現
」

の
「
目
標
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
適
切
な
も
の
は
、
次
の
１
～
４

の
う
ち
の
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

⓴
。

１　
論
理
的
に
考
え
る
力
や
深
く
共
感
し
た
り
豊
か
に
想
像
し
た

り
す
る
力
を
伸
ば
し
、
実
社
会
に
お
け
る
他
者
と
の
多
様
な
関
わ

り
の
中
で
伝
え
合
う
力
を
高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た

り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２　
深
く
共
感
し
た
り
豊
か
に
想
像
し
た
り
す
る
力
を
伸
ば
す
と

と
も
に
、
創
造
的
に
考
え
る
力
を
養
い
、
他
者
と
の
関
わ
り
の
中

で
伝
え
合
う
力
を
高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た
り
深
め

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

３　
論
理
的
、
批
判
的
に
考
え
る
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
創
造
的

に
考
え
る
力
を
養
い
、
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力
を

高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

４　
論
理
的
に
考
え
る
力
や
深
く
共
感
し
た
り
豊
か
に
想
像
し
た

り
す
る
力
を
伸
ば
し
、
古
典
な
ど
を
通
し
た
先
人
の
も
の
の
見

方
、
感
じ
方
、
考
え
方
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力
を
高
め
、

自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

五











３　問題文中の 2 、 3 4 などの には、数字又は符号（－）が入ります。次の⑴～⑷
の方法でマークしてください。

⑴　 2 、 3 、 4 、･･････の一つ一つは、それぞれ１～９、０の数字又は符号（－）のいずれか一つに
対応します。それらを 2 、 3 、 4 、･･････で示された解答欄にマークしてください。

例えば、 2 3 4 に －84 と解答する場合には、次の（例２）のようにマークします。

　なお、同一の問題文中に 2 、 3 4 などが２度以上現れる場合、原則として、２度目
以降は、 2 、 34 のように細字で表記します。

⑵　分数形で解答する場合は、符号は分子に付け、分母に付けてはいけません。また、分数は既約分
数で答えてください。

　例えば、
5 6

7
に 5

4－ と解答する場合には、 5
－4 として、次の（例３）のように

マークします。

⑶　小数の形で解答する場合は、特に指示されていなければ、指定された桁数の一つ下の桁を四捨五
入して答えてください。また、必要に応じて、指定された桁まで⓪にマークしてください。

例えば、 8 . 9 ⓾ に 2.6 と解答する場合には、 2.60 として答えてください。

⑷　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えてください。

（例２）

解答
番号 解答欄

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ⃝
3 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⃝ ⑨ ⓪ ㊀
4 ① ② ③ ⃝ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀

（例３）

解答
番号 解答欄

5 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ⃝
6 ① ② ③ ⃝ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀
7 ① ② ③ ④ ⃝ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀




